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別紙様式２ 

令和４年度北区立柳田小学校 学校関係者評価報告書 

 

令和５年 ２月 ９日 

 

学校関係者評価委員会 委員長  中村 由隆  

 

１ 学校関係者評価委員会の構成 ＊委員名（所属等）を記入  

        氏名       所属等            役職等    

長岡 司郎   前王子一丁目町会長     保護司           

内藤 昭子   王子地区 民生児童委員   王子地区 民生児童委員 

池上 松美   元ＰＴＡ役員        王子地区 民生児童委員 

石見 安信   第２３代ＰＴＡ会長 

河口 由子   社会福祉法人童友会 ふくし保育園 園長 

和田 麻紀子  王子東児童館        館長 

斎藤 寿絵   やなぎだみどりクラブ 

わくわく柳田ひろば     施設長 

宮下 剛     柳田サッカークラブ     監督 

委員長 中村 由隆     柳田小学校ＰＴＡ      会長 

 

２ 学校関係者評価委員会の主な活動 ＊日時、会場、協議内容等を記入  

第１回 令和４年 ６月１６日（木）午前 １０時３０分～１１時３０分 柳田小学校区民開放室 

     協議内容 ・「学校関係者評価委員」の委嘱 委員長の選出 

          ・「学校関係者評価委員会」の運営と年間活動予定について 

第２回 令和４年１１月１８日（金）午前１０時４５分～１２時３０分 柳田小学校区民開放室 

     協議内容 ・授業の参観及び意見交換 

・「学校関係者評価」の取組指標・成果指標についての意見交換 

          ・給食の試食 

第３回 令和４年１月２０日（木）午前１０時～１１時３０分 柳田小学校区民開放室 

     協議内容 ・「学校自己評価」の集計結果及び分析・改善策についての意見交換 

第４回 令和５年２月 ９日（火）午前１０時３０分～１１時３０分 柳田小学校区民開放室 

     協議内容 ・「学校関係者評価」の最終案についての協議 

 

３ 学校関係者評価の結果と分析 

 ★中期的目標１ かけがえのない命を大切にし将来への夢や希望を育むこころざしを育成する  

取組目標 結果 分析 

① 人権意識を高め命を大切にする教

育の推進 
③ 

人権についてよく学んでいる。いじめに対し徹底的にやっている。地域一体で取り組んで

ほしい。ＳＮＳとの上手なつきあい方を学ぶことでいじめの未然防止につながる。言葉に

よるいじめが見られる。やさしい言葉遣いを身に付けてほしい。 

② 規範意識や思いやりの心の育成 
④ 

あいさつ励行が定着したのはすばらしい。代表委員が中心となり取り組んだ成果がでてい

る。困っている人にやさしく声をかけるなど気遣う姿も見られる。 

③ 社会に貢献する責任感を育てグロ

ーバル社会で将来の生き方を考える

教育の推進 

③ 
コロナで地域にすきまができてしまったのは致し方ない。職場見学を通して地域について

知るよい機会になった。地域とのかかわりが復活していることは喜ばしい。今しかできな

い体験をたくさん経験し責任感を養っていってほしい。 

④ 郷土の伝統・歴史、文化・芸術に対

する理解の促進 
③ 

いろいろなところで発表しているのはよい。身近な地域の歴史や文化にふれることで地域

に親しみを感じ歴史や文化への興味・関心につながりとてもよい。 

 ★中期的目標２ 「知識基盤社会」における自立に向けて必要となる学力を育成する     

取組目標 結果 分析 

⑤ 基礎・基本を身に付ける教育の推進 
③ 

平均値が上がってきているのはよい。「言葉の使い方」「読むこと」を重視した取組は継続

してほしい。デジタル化が進むなかでも本や新聞にふれ活字を読む機会がたくさんもてる

ことはよい。新聞の活用は大変よい。図書室の貸出利用が増えているのはよい。 
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⑥ 学習習慣と学習意欲の重視 
③ 

みんなで意見を出し合っているのはよい。家庭での学習は保護者の指導も大切。きたコン

の活用方法など改めて確認をすることは必要。学習意欲を高めるのは楽しい学習です。 

⑦ 活用する力を育成し自ら学び自ら

考える教育の推進 
④ 

子どもたちが能動的となるのは校外活動がとても重要。グルーブでの話し合いの学習機会

が増えたのはとてもよい。きたコンも充実させてほしい。グループで目標を決め計画を立

てるのはすばらしい。グループで話をしてできたことできなかったことがわかればと思う。 

⑧ 家庭教育への支援と「これからの社

会を生き抜く力」への新たな対応 
④ 

フォローアップ教室は欠かせない取組。長期休業中も含め、きたコンの活用が充実できる

ように取り組んでいってほしい。家庭による差への対応を考えていくことが大切。 

 ★中期的目標３ 体験的な学習を通した健やかな体づくりと自らの安全を守る力を育成する  

取組目標 結果 分析 

⑨ 体力の向上と健康づくりの推進 
④ 

休み時間多くの子が校庭を走り回っていてとてもよい。友だち同士の教え合いはとてもよ

い。これまで制限も多く身体を動かす機会も減っていたなかでも児童の体力が平均を上回

っていることは様々な工夫をしながら取組をしていた成果。 

⑩ 自然体験活動の充実 
④ 

児童数が増加しても近くの自然と親しんでほしい。虫をこわがる子が少なくてとてもよい。

児童が楽しいと思えるような活動、計画が楽しみ。児童が楽しさを感じながら学びにつな

がる活動がたくさんできるようになったことはとてもよい。 

⑪ 給食の充実と食育の推進 
③ 

「おうちで話食」はよい。新たな企画や家庭との連携はとても重要。給食の献立にも工夫

が見られ児童の楽しみや食育にもつながっている。朝ごはんの推進活動は続けてほしい。 

⑫ 安全教育・防災教育の推進 
③ 

防災についてよく取り組んでいる。学童クラブやわくわくひろばからの下校時に危険を感

じることもあるので学校とも連携を図り交通ルールの徹底や指導を続けていきたい。 

 ★中期的目標４ 学びの環境の充実と子どもと家庭へのきめ細やかな支援を充実する     

取組目標 結果 分析 

⑬ 特別支援教育の推進 
④ 

早期発見ができるように取り組まれている。スクール・ソーシャルワーカーとの連携を多

く取り入れ支援の幅を広げていくことはとても重要。きめ細やかな対応をされている。 

⑭ 子どもと家庭へのきめ細やかな支

援の充実 
④ 

家庭ももちろんですが児童のＳＯＳの早期発見、対応、相談ができる環境が必要だと感じ

る。虐待の早期発見・早期対応についてはわくわくひろばも学校と協力しながら取り組ん

でいきたい。子どもに対しての「しつけ」は親の責任であり地域の責任でもある。 

⑮ 教員の資質・能力の向上 
④ 

働き方改革の視点も含めながら教員の資質向上の取組を継続してほしい。先生方はよく研

修され、それに応えてくれています。あとは成果の報告の仕方ではないでしょうか。 

⑯ 安心・安全な教育環境整備の推進 
④ 

施設や設備は安全と感じる。けが人が減ったのはとてもよい。大きな事故もなく事故発生

防止に努められていると感じる。老朽化の対応もしっかりとなされ児童も安心して過ごせ

る環境がととのっている。校庭の割れや突起が気になります。 

 

 ★ 中期的目標５ 絆づくりと活力ある学校地域コミュニティを創造する          

取組目標 結果 分析 

⑰ 保護者・地域の期待に応える学校づ

くりの推進 
④ 

保護者、地域と連携ができている。きたコン、ホームページなど情報提供を充実させると

同時に地域が見る正門掲示板の更新が実施していただけたことはよい。 

⑱ 学校園間の接続や連携の推進 
④ 

近隣の学校園との交流はこれからの友だち関係になるので大切。外部との継続的な交流は

とてもよい。今後、保育園や中学校との交流など再開できるとよい。交流活動が難しい状

況はあるものの「すもう教室」の復活などいい兆しも見られている。 

⑲ 地域全体の教育力の向上 
④ 

地域、保護者との連携で７０周年を迎えてほしい。地域とのかかわりが増え地域を学べる

機会が充実することはとてもよい。地域の方、企業からの授業参画を期待します。 

⑳ 学校評価を活用した自律的な学校

経営の実現 
④ 

学校の努力のおかげで保護者や地域の方々との交流が円滑におこなわれています。学校運

営や行事など工夫され実施されている。個々の個性を認め伸ばす、また、集団での行動、

言動の大事さを学び大人になっても柳田小時代を思い出すような学校になってほしい。 

 

４ 改善の方策についての意見 

・やさしい言葉遣いを身に付けてほしい。 

・地域行事などを通して地域に親しみ地域を知り伝統文化を学ぶことを引き続き実施してほしい。 

・「言葉の使い方」「読むこと」を重視した取組は継続してほしい。 

・長期休業中も含め、きたコンの活用が充実できるように取り組んでいってほしい。 

・地域の方、企業からの授業参画を期待します。 


